
あけましておめでとうございます

」をほおば

私たち杉沢小のとり年生まれ３人組です！

●●●●●さん（６年）
スキー大会で入賞することを
目標にがんばります。

●●●●さん（５年）
今年もたくさんの人の前で
堂々と天翔太鼓を演奏したい。

●●●●●さん（５年）
今年こそ全日本卓球選手権大会で
優勝したい。
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

清
々
し
く
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と

と
御
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
明

る
く
希
望
に
満
ち
た
年
と
な
り
ま
す
よ

う
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
又
、
旧
年
に

賜
り
ま
し
た
あ
た
た
か
い
御
指
導
御
厚

情
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

恒
例
の
京
都
清
水
寺
の
一
年
の
世
相

を
表
わ
す
文
字
は
「
災
」
で
あ
り
ま
し

た
。
国
内
外
に
お
い
て
悲
惨
な
事
件
が

相
次
ぎ
、
又
、
台
風
、
集
中
豪
雨
、
地
震
、

津
波
な
ど
、
天
災
地
変
の
多
い
年
で
あ

り
ま
し
た
。
中
で
も
台
風
十
五
号
に
よ

る
潮
風
害
は
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
又
、
国
や
地
方
の
未
曾
有
の

財
政
危
機
を
背
景
と
し
た
三
位
一
体
改

革
や
、
多
く
の
分
野
の
改
革
、
低
迷
を

続
け
る
経
済
景
気
は
、
国
民
生
活
や
地

方
自
治
体
に
と
っ
て
は
誠
に
厳
し
い
状

況
を
呈
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
い
よ
い
よ
「
酉

年
」
を
迎
え
ま
し
た
。「
酉
年
」
は
万
物

老
成
、
五
徳
に
守
ら
れ
る
年
と
さ
れ
、

良
い
年
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
辛
苦
の

中
に
新
あ
り
、
明
る
い
き
ざ
し
に
あ
ふ

れ
る
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
念
願
と
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
当
町
で
は
町
議
会
議
員
選

挙
が
施
行
さ
れ
、
史
上
初
め
て
無
投
票

当
選
と
な
り
ま
し
た
し
、
幼
稚
園
・
保

育
園
一
体
型
施
設
の
竣
工
と
開
園
、
小

倉
道
路
の
災
害
復
旧
工
事
完
成
、
富
津

内
浅
見
内
統
合
水
道
整
備
事
業
や
携
帯

電
話
不
通
話
地
域
解
消
事
業
（
内
川
・

馬
場
目
）
へ
の
着
工
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
又
、
町
内
幼
・
小
・
中
の
各
校
の

全
県
全
国
で
の
活
躍
は
、
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
で
あ
っ
た
と
存
じ
ま
す
。

　

し
か
し
、
平
成
十
五
年
四
月
以
来
、

一
年
九
か
月
を
つ
い
や
し
て
き
た
五
城

目
町
・
八
郎
潟
町
・
井
川
町
に
よ
る
新

町
「
湖
東
町
」
を
め
ざ
す
合
併
協
議
は
、

協
定
五
十
二
項
目
中
四
十
六
項
目
（
八

十
八
・
五
㌫
）
の
合
意
を
み
な
が
ら
、

予
期
せ
ぬ
「
井
川
町
の
離
脱
」
と
い
う

事
態
と
な
り
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
の

期
待
を
思
う
と
き
、
誠
に
「
残
念
の
極

み
」
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
に
よ
り
、
当
町
も
八
郎
潟
町
も
、

あ
ら
た
な
多
く
の
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
時
代
は

少
子
高
齢
化
や
地
方
分
権
な
ど
、
大
き

な
変
革
の
中
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
努

力
が
実
を
結
び
、
あ
ら
た
な
「
湖
東
の

姿
」
を
築
い
て
ゆ
け
れ
ば
と
存
ず
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

迎
え
た
平
成
十
七
年
は
、
こ
の
町
村

合
併
の
方
向
を
定
め
て
ゆ
く
と
共
に
、

懸
案
と
な
り
ま
し
た
国
体
開
催
の
た
め

の
「
広
域
体
育
館
耐
震
改
修
工
事
」、

町
民
の
永
年
の
願
い
と
す
る
「
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
建
設
」
の
推
進
、
食
の

安
全
安
心
を
ベ
ー
ス
と
し
た
「
環
境
保

全
農
業
」
の
推
進
、「
富
津
内
・
浅
見
内

統
合
水
道
整
備
事
業
」
や
「
移
動
通
信

施
設
整
備
事
業
」、
更
に
は
男
鹿
市
他

四
町
村
に
よ
る
「
広
域
廃
棄
物
処
理
施

設
」
建
設
の
目
鼻
を
つ
け
て
ゆ
く
な
ど
、

多
く
の
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

又
、
地
方
自
治
体
の
現
況
を
考
え
る

と
き
、「
行
財
政
改
革
」
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
ま
す
。
当
町
は
こ
れ
ま
で
「
第

二
次
行
政
改
革
大
綱
」
の
も
と
、
役
場

機
構
改
革
の
実
施
、
保
育
園
や
小
学
校
、

中
学
校
の
統
廃
合
、
十
四
年
度
十
五
年

度
の
二
か
年
に
わ
た
り
三
十
名
の
職
員

な
ど
の
削
減
を
実
施
の
ほ
か
、
有
利
な

補
助
事
業
の
展
開
な
ど
、
努
力
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

　

又
、
先
の
十
二
月
定
例
議
会
で
可
決
・

承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
老
人

ホ
ー
ム
森
山
荘
は
、
社
会
福
祉
法
人
五

城
目
や
ま
ゆ
り
会
へ
経
営
移
管
、
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
五
城
目
で
実
施
し
て
き
た
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
に
移
管
、
又
、
恋
地
山
荘
、

リ
バ
ー
サ
イ
ド
磯
ノ
目
、
ス
キ
ー
場
は
、

そ
れ
ぞ
れ
休
業
・
廃
止
し
貸
与
す
る
な

ど
の
行
政
改
革
を
実
施
す
る
ほ
か
、
新

規
採
用
の
停
止
、
職
員
な
ど
の
更
な
る

大
幅
削
減
を
う
ち
出
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

厳
し
い
現
況
下
に
鑑
み
、
今
後
更
な

る
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
べ
く
、
今

後
は
「
第
三
次
行
財
政
改
革
大
綱
」
の

策
定
を
図
り
、
も
っ
て
町
民
福
祉
の
維

持
向
上
に
努
め
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　

こ
れ
ら
多
く
の
「
改
革
」
は
、
又
、

多
く
の
「
傷
み
」
を
伴
う
こ
と
と
な
り

ま
す
が
、
町
勢
の
更
な
る
進
展
の
た
め

に
は
、
避
け
て
は
通
れ
な
い
「
道
」
で

も
あ
り
ま
す
。

　

た
ゆ
ま
ぬ
ふ
る
さ
と
の
発
展
と
未
来

を
き
り
ひ
ら
い
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
何

よ
り
も
町
民
の
皆
様
の
御
理
解
と
御
協

力
、
そ
し
て
町
民
が
相
和
し
、
相
協
力

し
あ
っ
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

し
、
町
民
・
議
会
・
行
政
の
一
丸
と
な
っ

た
力
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
ふ
る
さ
と

の
力
と
可
能
性
を
信
じ
、
全
力
を
傾
注

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
々
様
の
更
な

る
御
指
導
御
鞭
撻
を
心
か
ら
御
願
い
申

し
上
げ
、
皆
々
様
の
一
層
の
御
健
勝
・

御
多
幸
を
心
か
ら
念
じ
、
年
頭
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

年頭のごあいさつ

育
園
一
体
型
施
設
の
竣
工
と
開
園
、
小

倉
道
路
の
災
害
復
旧
工
事
完
成
、
富
津

内
浅
見
内
統
合
水
道
整
備
事
業
や
携
帯

五
徳
の
恵
み
を
願
っ
て
‼
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１
月
１
日 

▼
２
０
０
４
年
が
ス
タ
ー
ト
。

１
月
７
日 

▼ 

五
城
目
女
子
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
が「
全
県
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
歓

大
会
」に
出
場
し
、準
優
勝
を
獲
得
し
ま
し

た
。

２
月
16
日 

▼ 

五
城
目
幼
稚
園
・
保
育
園
一
体
型
施
設「
も
り

や
ま
こ
ど
も
園
」の
竣
工
式
が
行
わ
れ
、23
日

か
ら
保
育
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

２
月
20
日 

▼ 

小
玉
康
夫
氏
が
町
教
育
長
を
辞
任
し
ま
し

た
。

３
月
１
日  

▼ 

五
城
目
町
男
女
共
同
参
画
計
画
が
策
定
さ
れ

ま
し
た
。

３
月
23
日 

▼ 

町
議
会
議
員
選
挙
が
告
示
さ
れ
、候
補
者
が

議
員
定
数
と
同
数
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
無
投

票
と
な
り
、28
日
の
選
挙
会
で
候
補
者
全
員

が
当
選
し
ま
し
た
。

３
月
30
日 
▼ 

介
護
老
人
保
健
施
設「
湖
東
老
健
」が
田
町
に

完
成
し
、事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

４
月
１
日 

▼ 
●
●
●
●
氏
が
町
教
育
長
に
就
任
し
ま
し

た
。

４
月
１
日 

▼ 

五
一
中
で
２
学
期
制
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
27
日 

▼ 

第
６
回
五
城
目
町
・
井
川
町
・
八
郎
潟
町
合
併

協
議
会
が
開
か
れ
、新
町
の
名
称
を「
湖
東
町

（
こ
と
う
ち
ょ
う
）」、合
併
の
期
日
は「
平
成

17
年
10
月
１
日
」と
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま

し
た
。

５
月
１
日  

▼ 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
わ
ん
ぱ
ー
く
」が

も
り
や
ま
こ
ど
も
園
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
９
日 

▼ 

菊
地
家
住
宅
・
菊
地
酒
造
店
旧
酒
造
工
場
な

ど
９
件
が
、国
の「
登
録
有
形
文
化
財
」に
登

録
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
27
日 

▼ 

町
消
防
訓
練
大
会
が
開
か
れ
、規
律
訓
練
・
小

型
ポ
ン
プ
操
法
の
両
部
門
で
第
７
分
団（
恋

地
・
坊
井
地
・
杉
沢
・
合
地
）が
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。

７
月
１
日 

▼ 

広
報
ご
じ
ょ
う
め
の
人
気
コ
ー
ナ
ー
「
ご

じ
ょ
う
め
の
わ
ら
し
だ
」（
大
石
清
美
さ
ん

作
）が
連
載
１
０
０
回
を
迎
え
ま
し
た
。

７
月
11
日 

▼ 

第
20
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
開
票
が

行
わ
れ
、す
ず
き
陽
悦
氏
が
初
当
選
し
ま
し

た
。

７
月
19
日  

▼ 

集
中
豪
雨
に
よ
り
道
路
や
田
ん
ぼ
、簡
易
水

道
施
設
な
ど
に
損
害
を
被
り
ま
し
た
。

７
月
25
日 

▼ 

助
役
に
石
井
一
夫
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

７
月
25
日 

▼ 

男
鹿
南
秋
支
部
消
防
操
法
大
会
が
開
か
れ
、

五
城
目
町
代
表
の
第
７
分
団
が
小
型
ポ
ン
プ

操
法
の
部
で
優
勝
を
果
た
し
、全
県
大
会
出

場
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

８
月
15
日 

▼ 

平
成
13
年
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
務
め
た
マ
イ
ク
ル

先
生（
カ
ナ
ダ
）が
任
期
を
終
え
、ジ
ョ
イ
先

生（
ア
メ
リ
カ
）が
新
た
に
着
任
し
ま
し
た
。

８
月
20
日 

▼ 

台
風
15
号
が
接
近
し
、町
内
全
域
が
停
電
に

な
っ
た
ほ
か
、上
水
道
の
断
水
や
農
作
物
に

塩
害
被
害
を
受
け
る
な
ど
、大
き
な
損
害
を

被
り
ま
し
た
。

９
月
13
日 

▼ 

第
35
回
お
は
よ
う
野
球
全
県
大
会
決
勝
戦
が

行
わ
れ
、南
秋
田
郡
代
表
と
し
て
参
加
し
て

い
た「
小
政
倶
楽
部
」が
準
優
勝
を
獲
得
し
ま

し
た
。

９
月
30
日  

▼ 

台
風
21
号
が
接
近
し
、富
津
内
地
区
の
水
田

な
ど
が
冠
水
し
た
ほ
か
、岡
本
地
区
で
土
石

流
が
発
生
し
ま
し
た
。

12
月
14
日 

▼ 

第
２
回
あ
き
た
ふ
る
さ
と
手
作
り
Ｃ
Ｍ
大
賞

で
五
城
目
町
が
優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

12
月
24
日  

▼ 

第
17
回
五
城
目
町
・
井
川
町
・
八
郎
潟
町
合
併

協
議
会
が
開
か
れ
、井
川
町
が
合
併
協
議
会

か
ら
離
脱
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
０
４
年
の
出
来
事

２
０
０
４
年
も

い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

昨
年
の
町
の
主
な
出
来
事
を

振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
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一 般 会 計
補正予算案など
議案22件が可決
　平成16年第４回町議会定例会が、12
月７日から13日までの日程で開催され
ました。
　初日の７日は、佐藤町長からの行政報
告が行われました。８日は、町議会議員４
人による一般質問が行われ、その後、議案
が上程されました。９日は、引き続き議案
が上程され、その後、各常任委員会が開か
れ10日まで審議が行われました。
　13日、本会議が再開され、「五城目町共
同福祉施設リバーサイド磯ノ目設置条例
を廃止する条例制定について」や、「五城
目町養護老人ホームの指定管理者の指定
について」、「平成16年度一般会計補正予
算」など議案22件が可決されました。

一
般
廃
棄
物
の
広
域
処
理
で
す
が
、 

八
郎

湖
周
辺
六
市
町
村
広
域
廃
棄
物
対
策
協
議
会

で
は
、
建
設
候
補
地
を
若
美
町
に
絞
り
、
こ

れ
ま
で
複
数
の
土
地
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

十
一
月
二
日
の
協
議
会
で
、
若
美
町
か
ら

建
設
予
定
地
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
予
定

地
を
松
木
沢
地
区
に
絞
り
、
関
係
住
民
を
対

象
に
先
進
地
視
察
と
説
明
会
を
実
施
し
、
建

設
予
定
地
の
五
百
㍍
以
内
に
あ
る
福
野
町
内

会
か
ら
は
す
で
に
同
意
を
得
て
、
搬
入
道
路

に
あ
た
る
松
木
沢
、
本ほ

ん
な
い内

二
町
内
会
に
も
お

お
む
ね
賛
成
を
得
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
十
一
月
十
九
日
に
若
美
町
土
地
改

良
区
へ
の
説
明
会
が
あ
り
、
十
一
月
二
十
五

日
に
は
関
係
す
る
三
町
内
会
の
合
同
役
員
会

が
開
催
さ
れ
、
大
方
の
賛
成
を
得
た
と
伺
っ

て
い
ま
す
。

用
地
が
決
ま
り
次
第
、
速
や
か
に
一
部
事

務
組
合
の
設
立
や
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
な
ど

の
実
施
に
努
め
ま
す
。

養
護
老
人
ホ
ー
ム
森
山
荘
の
公
設
民
営
化

は
、
臨
時
議
会
で
設
置
条
例
の
全
部
改
正
が

可
決
さ
れ
、
指
定
管
理
者
の
指
定
に
向
け
て

準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
の
要
件
、
業
務
の
範
囲
、
指

定
の
期
間
な
ど
を
公
告
し
た
と
こ
ろ
、
十
一

月
十
七
日
、
社
会
福
祉
法
人
五
城
目
や
ま
ゆ

り
会
か
ら
指
定
申
請
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

十
一
月
二
十
五
日
、
助
役
を
委
員
長
と
し

職
員
で
構
成
す
る
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会

を
開
催
し
、
事
業
計
画
や
収
支
予
算
書
な
ど

を
審
査
し
た
結
果
、「
当
該
法
人
は
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
と
ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
施
設
入
所

者
へ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
十
年
間
に
わ
た

り
安
定
し
た
経
営
を
行
い
、
森
山
荘
の
管
理

運
営
に
つ
い
て
も
充
分
な
経
営
能
力
が
あ
る

と
認
め
、
入
所
者
の
平
等
な
利
用
の
確
保
や

さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
期
待
で
き
る

と
思
わ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
指
定
管
理
者

の
候
補
者
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
」
と
の
審
査

結
果
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

老
人
訪
問
看
護
事
業
の
社
会
福
祉
協
議
会

へ
の
移
管
に
つ
い
て
は
、
ス
ム
ー
ズ
な
移
管

が
で
き
る
よ
う
に
、
現
在
、
社
会
福
祉
協
議

会
や
老
人
訪
問
看
護
事
業
の
職
員
と
の
協
議

を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

大
筋
で
の
理
解
は
得
ら
れ
た
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
が
、
細
部
の
詰
め
が
必
要
と
判
断

さ
れ
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
そ
の
作
業
に
努

め
ま
す
。

千
代
田
区
の
イ
ベ
ン
ト「
江
戸
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
が
、
十
一
月
十
三
日
、
十
四
日
の
二

日
間
、
日
比
谷
公
園
で
開
催
さ
れ
、
期
間
中

の
人
出
は
約
二
十
三
万
人
と
発
表
さ
れ
て
い

ま
す
。

当
町
か
ら
は
、
天
翔
太
鼓
、
子
ど
も
天
翔

太
鼓
の
演
奏
の
ほ
か
、
町
の
特
産
で
あ
る
漬

物
、
だ
ま
こ
も
ち
、
小
木
工
、
酒
、
駄
菓
子

等
の
ほ
か
、
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
の
み
な
さ

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の

建
設
予
定
地
は
若
美
町
松
木
沢
地
区

町
民
生
活
課

「
江
戸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」で

町
の
特
産
品
を
販
売

商
工
観
光
課

森
山
荘
の
民
営
化

指
定
管
理
者
に
や
ま
ゆ
り
会
が
申
請

福
祉
保
健
課

算」など議案22件が可決されました。

1122月議会定例会月議会定例会月議会定例会月議会定例会12月議会定例会
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ん
が
、
環
境
保
全
農
業
の
技
術
に
よ
る
手
作

り
の
野
菜
を
持
ち
寄
っ
て
販
売
し
、
大
変
好

評
を
得
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
ふ
る
さ
と
五
城

目
会
」
の
み
な
さ
ん
か
ら
物
産
の
販
売
と
Ｐ

Ｒ
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

観
光
施
設
の
管
理
運
営
で
す
が
、
観
光
施

設
管
理
運
営
検
討
委
員
会
の
答
申
を
踏
ま
え

て
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
行
政
改
革
と
開
発

公
社
の
経
営
改
善
を
図
る
た
め
、
リ
バ
ー
サ

イ
ド
磯
ノ
目
は
平
成
十
七
年
一
月
中
に
商
工

会
に
貸
与
、
恋
地
山
荘
と
恋
地
ス
キ
ー
場
は

平
成
十
七
年
度
か
ら
休
業
、
赤
倉
山
荘
、
五

城
館
は
利
用
者
の
利
便
を
は
か
る
た
め
、
週

一
回
の
休
業
日
を
廃
止
、
悠
紀
の
国
は
、
営

業
時
間
を
延
長
す
る
方
針
で
す
。

今
年
の
水
稲
の
作
柄
概
況
は
、
十
二
月

一
日
現
在
の
東
北
農
政
局
秋
田
統
計
情
報

セ
ン
タ
ー
の
発
表
に
よ
る
と
、
当
管
内
で
は

「
六
十
九
」
の
不
良
と
な
り
、
農
作
物
な
ど
に

大
き
な
被
害
が
発
生
し
、
来
年
の
再
生
産
に

影
響
を
与
え
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
地
、
農
業
用
施
設
災
害
と
林
道
災
害
は
、

現
在
ま
で
畦
畔
・
水
路
な
ど
、
農
地
・
施
設

災
害
二
十
四
か
所
、
林
道
災
害
三
か
所
が
、

豪
雨
災
害
復
旧
事
業
の
国
の
査
定
を
受
け
、

被
災
規
模
、
査
定
額
が
決
定
し
、
早
期
に
復

旧
工
事
を
実
施
す
る
た
め
に
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

工
事
の
発
注
状
況
は
、九
月
十
三
日
に
広
ヶ

野
地
区
公
共
下
水
道
管
路
施
設
工
事
、
上
田

町
地
区
公
共
下
水
道
管
路
施
設
工
事
、
十
月

二
十
九
日
に
は
山
王
線
側
溝
改
良
工
事
、
河

川
災
害
復
旧
工
事
六
件
、
十
一
月
二
十
五
日

に
は
杉
ヶ
崎
地
区
公
共
下
水
道
管
路
施
設
工

事
、
田
町
地
区
公
共
下
水
道
管
路
施
設
工
事

が
そ
れ
ぞ
れ
入
札
さ
れ
、
工
期
内
完
成
を
め

ざ
し
て
現
在
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

県
関
係
の
工
事
は
、
十
月
五
日
に
県
道

能
代
五
城
目
線
黒
土
地
区
側
溝
整
備
工
事
、

十
一
月
二
日
に
馬
場
目
川
高
崎
地
区
河
川
改

良
工
事
、
県
道
能
代
五
城
目
線
黒
土
地
区
道

路
改
築
工
事
が
そ
れ
ぞ
れ
発
注
さ
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
九
月
二
十
九
日
の
台
風
二
十
一
号

に
よ
り
、
河
川
五
か
所
、
道
路
二
か
所
、
計

七
か
所
の
災
害
が
発
生
し
国
へ
申
請
し
て
い

ま
し
た
が
、
十
二
月
九
日
に
国
の
査
定
が
実

施
さ
れ
、
被
災
規
模
、
被
害
額
が
決
定
し
ま

す
の
で
、
早
急
に
復
旧
工
事
を
行
う
た
め
に

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

月議会定例会12

今
年
の
作
況
指
数
は

「
六
十
九
」の
不
良

農　

林　

課

各
種
工
事
の

早
期
発
注
に
努
め
ま
す建　

設　

課

老人訪問看護事業条例を
廃止する条例制定について
　これまで老人訪問看護事業を実施してきた五城目町
老人訪問看護ステーションを、平成17年４月１日、
町から町社会福祉協議会に移管します。

　

恋地山荘設置条例の全部を
改正する条例制定について
　恋地山荘の管理を町開発公社へ委託していました
が、委託を廃止し、平成17年４月１日から管理を町
直営にして休業します。

リバーサイド磯ノ目設置条例を
廃止する条例制定について
　リバーサイド磯ノ目を平成16年12月末で廃止しま
す。

恋地スキー場設置条例の全部を
改正する条例制定について
　恋地スキー場の管理を町開発公社へ委託していまし
たが、平成17年３月末で委託を廃止し、平成17年４
月１日から管理を町直営にして休業します。

養護老人ホームの指定管理者の
指定について
　養護老人ホーム森山荘を管理運営する指定管理者
に、社会福祉法人五城目やまゆり会を指定しました。

平成16年度
一般会計補正予算
　１億6,108万6,000円の追加補正。補正後の予算総
額は60億2,059万2,000円。
主な補正内容
●   職員人件費……………………1,068万6,000円減額
　（  寒冷地手当改正による職員手当などの減額）
●   財産管理費……………………1億1,293万7,000円
　（  五城目町開発公社の土地部門精算のための土地購
入費など）

● 生産調整推進支援事業………………………643万円
　（  転作集団などへの支援助成金）
● 除雪事業……………………………………4,000万円
　（  今後の降雪を見込んだ町道などの除雪委託費用）
● 災害復旧費…………………………1,056万2,000円
　（  台風21号の被害による河川５か所、町道２か所の
工事請負費）

可決された主な議案
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五
城
目
町
町
内
会
長
会
で
は
、
町
内
七
地

区
で
町
政
座
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

座
談
会
で
は
、
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
町

か
ら
説
明
を
聞
く
と
と
も
に
、
各
地
区
の
要

望
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
う
予
定
で

す
。座

談
会
に
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※ 

町
内
七
地
区
の
ど
の
会
場
に
も
参
加
で
き

ま
す
。
都
合
の
い
い
日
程
・
会
場
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

※ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
五
城
目
町
町
内
会
長

会
事
務
局
（
☎
８
５
２
・
５
３
５
２
）
ま

で 各
地
区

町
政
座
談
会
を

開
催
し
ま
す

井川町が合併協議会を離脱！！

開　催　日 会　　　場

1月 8日㈯
午後1時30分～午後4時 馬場目地区／ふれあいセンター

1月 8日㈯
午後6時00分～午後9時 内 川 地 区／生きがいセンター

1月 9日㈰
午後1時30分～午後4時 大 川 地 区／農村環境改善センター

1月 9日㈰
午後6時30分～午後9時 五城目地区／五　城　館

1月10日㈪
午後6時30分～午後9時 馬 川 地 区／馬川交流センター

1月11日㈫
午後6時30分～午後9時 富津内地区／富津内地区公民館

1月12日㈬
午後6時30分～午後9時 森 山 地 区／森山地区公民館

十
二
月
二
十
日
に
開
催
さ
れ
た

合
併
協
議
会
正
副
会
長
会
議
に
お
い

て
、
井
川
町
長
よ
り
「
平
成
十
六
年

十
二
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
井
川
町

は
合
併
協
議
会
を
離
脱
す
る
」
と
の

正
式
な
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

五
城
目
町
で
は
こ
れ
を
受
け
て
、

十
二
月
二
十
四
日
午
前
十
時
か
ら
町

議
会
臨
時
会
を
開
き
、「
五
城
目
町
・

八
郎
潟
町
・
井
川
町
合
併
協
議
会
を

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減

少
及
び
五
城
目
町
・
八
郎
潟
町
・
井

川
町
合
併
協
議
会
規
約
の
変
更
に
つ

い
て
」
議
案
を
上
程
し
ま
し
た
。

同
日
午
後
二
時
か
ら
五
城
目
町
役

場
正
庁
で
第
十
七
回
合
併
協
議
会
が

開
か
れ
、
五
城
目
町
・
八
郎
潟
町
・

井
川
町
合
併
協
議
会
か
ら
の
井
川
町

の
離
脱
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

始
め
に
井
川
町
長
か
ら
井
川
町

が
離
脱
に
至
っ
た
経
緯
な
ど
が
話
さ

れ
、
そ
の
後
、
井
川
町
長
と
井
川
町

の
協
議
会
委
員
が
退
席
し
て
、
協
議

会
が
終
了
し
ま
し
た
。

午
後
四
時
二
十
三
分
、
五
城
目
町

議
会
の
本
会
議
が
再
開
さ
れ
、
審
議

の
結
果
、
全
会
一
致
で
「
五
城
目
町
・

八
郎
潟
町
・
井
川
町
合
併
協
議
会
を

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減

少
及
び
五
城
目
町
・
八
郎
潟
町
・
井

川
町
合
併
協
議
会
規
約
の
変
更
に
つ

い
て
」
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
、
同

日
に
開
か
れ
た
八
郎
潟
町
・
井
川
町

両
町
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
も
同
議

案
が
可
決
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
井
川

町
が
正
式
に
合
併
協
議
会
か
ら
離
脱

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

農
正
式
な
離
脱
の
表
明
を
受
け
て

町
議
会
臨
時
会
を
開
催　
　
　

井
川
町
が　
　
　
　
　
　

合
併
協
議
会
を
離
脱　
　

11月10日～22日
　　 井川町が住民の合併の賛否の意向を
調査するために18歳以上の町民を対
象に「合併に関する町民アンケート」
を行う。

11月30日
　　 井川町のアンケート結果が出る。
　　 平成17年３月の合併申請について
「賛成26.0㌫」「反対39.3㌫」「問
題点などを解決してから合併すべき
33.７㌫」

12月10日
　　 井川町議会12月定例会本会議におい
て、議長を除く井川町議会議員15人
全員による発議「五城目町・八郎潟
町・井川町の合併の賛否について」が
出され、採決の結果「合併に賛成」が
５人、「合併に反対」が10人となる。

12月12日
　　 ３町町長・助役会議が五城目町役場
庁議室で開かれ、井川町長が12月10
日の議会の経緯と結果を説明する。

12月13日
　　 五城目町役場正庁で五城目町議会全
員協議会が開催される。佐藤町長が
12日に開かれた３町町長・助役会議
の内容を報告。議員から様々な意見
が出される。

12月20日
　　 五城目町役場庁議室で合併協議会幹
事会、正副会長会議が開催され、井川
町長が正式に協議会離脱を表明。

※開館時間をご確認の上ご参加ください。

協議会から退席する井川町長
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農

農
　

役
場
農
林
課
で
は
、
五
城
目
町
の
十
年
後

の
農
業
の
姿
を
見
据
え
、
「
農
業
法
人
設
立

説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

農
業
に
経
営
感
覚
を
取
り
入
れ
効
率
化
を

図
る
農
業
法
人
は
、
こ
こ
数
年
設
立
の
動
き

が
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。
設
立
に
意
欲
の

あ
る
方
は
ぜ
ひ
説
明
会
に
出
席
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
日　

時　

一
月
十
八
日
㈫　

　
　
　
　
　

午
後
二
時
三
十
分
か
ら

▼
会　

場　

役
場
二
階
正
庁

※ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
農
林
課
（
☎
８

５
２
・
５
２
１
５
）
ま
で

意
欲
の
あ
る
方
大
歓
迎
！　

農
業
法
人
設
立
説
明
会
を

　
　
　
開
催
し
ま
す

　町では、女性の視点からの意見を
町政に反映させていこう、より質の
高い男女共同参画社会の実現をめざ
そう、と今年も「女性議会」を開催
します。
　どなたでも傍聴できますので、ぜ
ひご来場ください。▲

日　時　１月20日㈭
　午前10時～午後５時▲

会　場　 五城目町議会議場
（役場４階）▲

内　容　 町長施政説明、一般質問、

委員会、委員長報告
※    お問い合わせは、
　 役場総務課（☎８５２・５３５２）
まで

どなたでも傍聴できますので、ぜ

委員会、委員長報告
※    お問い合わせは、
　 役場総務課（☎８５２・５３５２）
までまで

１月20日㈭

女性議会を
傍聴しませんか

　

農
林
水
産
省
で
は
、
農
林
業
・
農
山
村
の

変
化
を
的
確
に
捉
え
、
変
化
に
応
じ
た
き
め

細
や
か
な
農
林
行
政
を
推
進
す
る
た
め
に
、

「
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
を
行
い
ま
す
。

　

農
林
業
セ
ン
サ
ス
で
は
、
国
の
農
林
業
を

営
む
す
べ
て
の
方
を
対
象
に
農
業
に
従
事
し

た
日
数
や
農
産
物
の
作
付
け
面
積
な
ど
に
つ

い
て
調
査
し
ま
す
。

　

一
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
調
査
票
を
持
っ

て
伺
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

調
査
結
果
は
統
計
以
外
の
目
的
に
は
使
用

し
ま
せ
ん
。

※ 

全
国
結
果
の
大
体
の
内
容
は
平
成
十
七
年

十
一
月
末
ま
で
に
公
表
し
ま
す
。
十
八
年

度
に
は
詳
細
な
報
告
書
を
刊
行
し
ま
す
。

農
林
業
の
現
状
を
調
査
す
る

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に　
　

　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

こ
れ
ま
で
県
の
望
ま
し
い
秋
田
の
水
田
農

業
確
立
事
業
を
活
用
し
、
町
単
独
費
を
上
乗

せ
交
付
し
て
い
た
転
作
集
団
な
ど
へ
の
助
成

が
、
平
成
十
五
年
度
で
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
こ
れ
を
継
続
し
、
安
定
し
た
水

田
農
業
経
営
の
定
着
・
拡
大
を
図
る
た
め

に
、
新
し
い
支
援
策
と
し
て
、
町
独
自
の
助

成
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

●
大
豆
転
作
集
団
支
援
助
成

　

団
地
化
し
て
大
豆
転
作
を
行
っ
た
集
団
に

助
成
を
行
い
ま
す
。

　

四
㌶
以
上
の
場
合

…
一
〇
㌃
あ
た
り
五
、〇
〇
〇
円
を
助
成

　

一
㌶
以
上
四
㌶
未
満
の
場
合

…
一
〇
㌃
あ
た
り
二
、五
〇
〇
円
を
助
成

●
生
産
調
整
推
進
活
動
助
成

　

生
産
調
整
を
進
め
た
農
家
に
助
成
を
行
い

ま
す
。

　

…
…
…
…
…
一
戸
あ
た
り
一
、〇
〇
〇
円

●
循
環
型
農
業
活
用
助
成

　

循
環
型
農
業
を
取
り
入
れ
た
農
家
に
助
成

を
行
い
ま
す
。

　

…
…
…
…
一
戸
あ
た
り
一
〇
、〇
〇
〇
円

※ 

助
成
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場

農
林
課
（
☎
８
５
２
・
５
２
１
５
）
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

町
独
自
の
事
業
で　
　
　
　

生
産
調
整
の　
　
　
　
　

　
　

推
進
を
支
援
し
ま
す

 4 ／ 仕事始めの式（役場正庁）、交通
指導隊初出式（役場庁議室）

 5 ／ 消防出初式（町内・広域体育館）
 8 ／ 馬場目地区町政座談会（ふれ

あいセンター）、内川地区町政座
談会（生きがいセンター）

 9 ／ 大川地区町政座談会（農村環境
改善センター）、五城目地区町政
座談会（五城館）

 10 ／ 馬川地区町政座談会（馬川交流
センター）

 11 ／ 富津内地区町政座談会（富津
内地区公民館）

 12 ／ 森山地区町政座談会（森山地区
公民館）

 13 ／ 町商工会新春賀詞交歓会（グ
リーンロイヤル丸富）

 14 ／ 知事を囲む新春の集い（秋田
市）

 18 ／五長会（松竹）
 20 ／女性議会（役場）
 30 ／ 町消費者教室・町婦人会研

修会（町民センター）

町長の主な予定（1月）
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健康・子育てお助け情報健康・子育てお助け情報
青・壮
年
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の

受
講
生
を
募
集

　

生
涯
学
習
課
で
は
、
１
月
か
ら
「
青
・
壮

年
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

冬
場
は
ど
う
し
て
も
運
動
す
る
機
会
が
少

な
く
な
り
が
ち
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
気

持
ち
の
い
い
汗
を
か
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対　
　

象

　

  

町
内
の
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す

▼
種　
　

目

　

  

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ミ
ニ
テ
ニ
ス
、

ス
ト
レ
ッ
チ

▼
期　
　

間

　

 

１
月
18
日
㈫
か
ら
２
月
８
日
㈫
ま
で
の
毎

週
火
・
木
曜
日
（
19
時
か
ら
20
時
30
分
）

▼
会　
　

場

　

広
域
五
城
目
体
育
館

▼
参　
加　
料

　

１
、５
０
０
円
（
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
料
）

▼
申
し
込
み

　

  

申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

参
加
料
を
そ
え
て
町
民
セ
ン
タ
ー
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

用
紙
は
広
域
五
城
目
体
育
館
・
町
民
セ
ン

タ
ー
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

※ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
生
涯
学
習
課
（
☎
８

５
２
・
４
４
１
１
）
ま
で

自
動
車
事
故
対
策
機
構
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

自
動
車
事
故
の
発
生
の
防
止
と
、
事
故
に

よ
る
被
害
者
の
保
護
を
目
的
と
し
て
設
立
さ

れ
た
自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「
交
通
遺
児
育
成
資
金
の
無
利
子
貸
し
付

け
」
や
「
重
度
後
遺
障
害
者
の
介
護
料
支

給
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

交
通
遺
児
育
成
資
金
の
貸
し
付
け

　

交
通
遺
児
が
中
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
、

無
利
子
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
貸　
付　
額

　

は
じ
め
に 

一
時
金
…
…
15
万
５
、０
０
０
円

　

中
学
校
卒
業
ま
で
…
…
…
…　
毎
月
２
万
円

　

小
中
学
校
入
学
時
…
…
４
万
４
、０
０
０
円

▼
返
済
期
間

　

20
年
以
内

重
度
後
遺
障
害
者
の
介
護
料
支
給

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
、
重
度
の
後
遺
障
害

を
持
つ
た
め
、
日
常
生
活
で
介
護
が
必
要
な

方
に
介
護
料
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

▼
介
護
料
（
月
額
）

・
常
時
要
介
護
の
方

　

５
万
８
、５
７
０
円
か
ら13

万
６
、８
８
０
円

・
随
時
要
介
護
の
方

　

２
万
９
、２
９
０
円
か
ら５

万
４
、０
０
０
円

※ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
自
動
車
事
故
対
策
機

構
秋
田
支
所
（
☎
８
６
３
・
５
８
７
５
）

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　　　　　　保健担当 ▼ ☎８５２・５１８０
訪問看護ステーション ▼ ☎８５２・５１８２

ケアセンター五城目
お知らせカレンダー
ケアセンター五城目
お知らせカレンダー１月

■　健　　診　■
18日　乳児健診
対象　 平成16年3月、6月、9月生まれ
受付　12時45分～13時15分
場所　ケアセンター五城目

21日　乳幼児健康相談
対象　 平成15年12月、
　　　平成16年７生まれ
受付　10時～10時30分
場所　ケアセンター五城目

27日　２歳児歯科検診
対象　 平成14年６月～８月生まれ
受付　12時45分～13時15分
場所　ケアセンター五城目

■　そ の 他　■
17日・31日　母子手帳交付・妊婦相談
受付　９時～15時
場所　 ケアセンター五城目

26日　離乳食づくり教室
対象　 対象者には通知でお知らせし

ます
受付　10時～12時
場所　 ケアセンター五城目

　子育て支援センター「わんぱー
く」では、子育て相談やおゆうぎ会
の見学ができる「わんぱーく」を開
催します。
　保育園・幼稚園に入園されてい
ないお子さんがいる方は、親子、
家族で気軽に参加してください。▲

日　時　１月27日㈭・28日㈮
　　　　　９時30分から

11時30分▲

会　場　 子育て支援センター
「わんぱーく」（もりやま
こども園内）

※ お問い合わせは、子育て支援セ
ンター「わんぱーく」（☎852・
3805）までお願いします。

わんぱーくを
開催します

☎８５２・５１８０

　 ケアセンター五城目
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対
象
年
齢
と
方
法
が
変
わ
り
ま
す

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

　

こ
れ
ま
で
結
核
を
予
防
す
る
た
め
に
行
っ

て
き
た
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
は
、
結
核
予
防
法

が
改
正
さ
れ
、
平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
対

象
年
齢
と
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
改
正
は
、
乳
幼
児
結
核
の
多

く（
特
に
一
歳
未
満
）が
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
未
接
種
者

に
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
生
後
早
期
に

予
防
接
種
を
行
い
、
乳
幼
児
の
重
症
結
核
を

予
防
す
る
た
め
、
ま
た
、
不
必
要
な
予
防
内

服
の
弊
害
を
避
け
る
た
め
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で

▼
対
象
年
齢
は
４
歳
に
達
す
る
ま
で
の
期
間

４
月
１
日
か
ら

▼ 

対
象
年
齢
は
生
後
６
か
月
に
達
す
る
ま
で

の
期
間

▼ 

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
が
廃
止
さ
れ
、

直
接
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※ 

平
成
17
年
４
月
以
降
は
、
生
後
６
か
月
を

過
ぎ
た
お
子
さ
ん
の
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
は
自
己

負
担
の
任
意
接
種
と
な
り
ま
す
。
ま
だ
、

接
種
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
今
年
度
中
に

接
種
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

※ 

平
成
16
年
11
月
生
ま
れ
ま
で
の
お
子
さ
ん

に
つ
い
て
は
、
平
成
17
年
３
月
ま
で
に
接

種
で
き
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。
接
種

日
は
、
広
報
ご
じ
ょ
う
め
の
「
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
五
城
目
お
知
ら
せ
カ
レ
ン
ダ
ー
」
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

中
央
公
民
館
の
図
書
室
を

ご
利
用
く
だ
さい

　

中
央
公
民
館
で
は
、
新
刊
本
や
話
題
作
を

取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。
お
子
さ
ま
向
け
の

絵
本
も
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▼
図
書
室
開
室
時
間

　

毎
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で

※ 

図
書
室
は
１
月
３
日
ま
で
お
休
み
し
ま
す
。

※ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
中
央
公
民
館
（
☎
８

５
２
・
４
４
１
１
）
ま
で

❖『電車男』　　　（中野独人）
❖『終戦のローレライ

上・下巻』（福井晴敏）
❖『天使の梯子』　（村山由佳）
❖『2046』（原作ウォン・
カーウァイ、著百瀬しのぶ）

❖『ダレンシャン
　10・11巻』（Darren Shan）

❖『ホテリアー　上・下巻』
（カン・ウンギョン）

新しい本の紹介

　

観
光
施
設
の
管
理
運
営
体
制
に
つ

い
て
、
平
成
15
年
３
月
１
日
に
策
定

し
た
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
検
討

委
員
会
に
協
議
い
た
だ
き
、
そ
の
答

申
を
踏
ま
え
、
町
と
し
て
検
討
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
行
政
改
革
と
開
発
公

社
の
経
営
改
善
を
図
る
た
め
、
リ

バ
ー
サ
イ
ド
磯
ノ
目
は
平
成
16
年
12

月
末
で
休
業
し
、
恋
地
山
荘
と
恋
地

ス
キ
ー
場
は
、
町
開
発
公
社
へ
の
管

理
委
託
を
廃
止
し
、
平
成
17
年
４
月

１
日
か
ら
管
理
を
町
直
営
に
し
て
休

業
し
ま
す
。

　

昭
和
60
年
８
月
、
中
小
企
業
で
働

く
人
々
の
福
祉
の
増
進
と
雇
用
管
理

の
改
善
を
図
り
、
雇
用
の
促
進
と
職

業
の
安
定
に
役
立
て
る
た
め
に
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

【
営　
業　
日
】

● 

毎
週
水
曜
日
か
ら
日
曜
日
ま
で

（
毎
週
月
曜
日
と
火
曜
日
は
休
業
。

た
だ
し
、
祝
日
の
場
合
は
営
業
）

【
営
業
時
間
】

● 

日
中
は
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
４
時
ま
で

● 

ナ
イ
タ
ー
は
、
午
後
５
時
か
ら
午

後
９
時
ま
で
営
業
（
日
曜
日
・
祝

日
は
休
業
）

▼
恋
地
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル
開
校

　

恋
地
ス
キ
ー
学
校
で
は
、
今
シ
ー

ズ
ン
も
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
校
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
地
元
の
ス
キ
ー

場
で
技
術
を
磨
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

※ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、恋
地
山
荘（
☎

８
５
３
・
２
０
１
４
）
ま
で

リ
バ
ー
サ
イ
ド
磯
ノ
目

12
月
末
で
休
業

観
光
施
設
に
関
す
る
お
知
ら
せ

来
い
来
い
！

恋
地
ス
キ
ー
場
へ



　

任
期
満
了
に
伴
う
五
城
目
町
長
選
挙
は
、
２
月

20
日
㈰
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

投
票
は
、
午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
と
な

り
ま
す
が
、
馬
場
目
第
３
投
票
区
、
馬
場
目
第
４

投
票
区
、
富
津
内
第
３
投
票
区
に
お
住
ま
い
の
方

は
午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

（ 

今
般
の
選
挙
か
ら
富
津
内
第
３
投
票
区
も
投
票

時
間
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
）

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

五
城
目
町
長
選
挙
に
立
候
補
を
予
定
し

て
い
る
本
人
、
ま
た
は
代
理
の
方
は
、
必

ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日　

時　

１
月
14
日
㈮　
午
後
１
時
か
ら

▼
会　

場　

役
場
４
階
大
会
議
室

五
城
目
町
長
選
挙
の
日
程

▼
告
示
日　

２
月
15
日
㈫

▼
投
票
日　

２
月
20
日
㈰

　

立
候
補
届
は
、
告
示
日
の
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。
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任
期
満
了
に
伴
う
五
城
目
町
長
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す

五
城
目
町
長
選
挙
の
投
票
日
は

２
月
20
日
㈰

※ お問い合せは、町選挙管理委員
会（☎８５２・５３１８）まで

10

期日前投票
　投票日当日に、投票所へ行けない
見込の方が、期日前投票ができます。

▼期　　間　 ２月16日㈬から２月19
日㈯までの４日間

▼時　　間　 午前８時30分から午後
８時まで

▼場　　所　 五城目町選挙管理委員
会室（役場３階）

▼投票方法　 「投票所入場券」をご
持参ください。印鑑は
必要ありません。

※注　意
　 　２月15日㈫は告示日ですが、期
日前投票も不在者投票もできませ
んので、ご注意ください。
※お願い
　 　投票日当日の投票所では、既存
の施設を利用しているため、車イ
ス用の記載台は備えていません。
車イスをご利用の方は、役場で期
日前投票されますことをお勧めし
ます。

不在者投票
　不在者投票できる期間は、期日前
投票の期間と同じ２月16日㈬から２
月19日㈯までの４日間です。
　期間が短いため、選挙期日間近に
投票用紙を請求された方は、投票が
受理できない場合があります。
　次に該当する方で不在者投票され
る方は、早めに対応されますようお
願いします。
❶ 秋田県選挙管理委員会が指定する
病院や施設に入所中の方
　 　施設内で不在者投票ができます
ので、早めに入所先施設の職員に
お問い合せください。
❷ 仕事や旅行などの都合で、投票日
当日に町外に滞在されている方
　 　滞在先市区町村の選挙管理委員
会で不在者投票ができますので、
早めに五城目町選挙管理委員会に
ご連絡ください。
❸郵便投票証明書をお持ちの方
　 　自宅で投票ができますので、早

めに五城目町選挙管理委員会にご
連絡ください。

郵便投票証明書
　身体に障害があり法令の規定する
基準に該当する方、介護保険被保険
者証の要介護状態区分５の方に郵便
投票証明書を交付しています。
　交付申請は常時受付けていますの
で、早めに五城目町選挙管理委員会
にお問い合せください。
※ 選挙期日間近に申請されても、投
票に間に合わない場合があります
ので、ご了承ください。

選挙人名簿
　公職選挙法の規定により、平成17
年２月14日現在の選挙人名簿を調製
します。

秋田県明るい選挙啓発ポスター
入選・●●●●さん（左）   佳作・●●●●●さん（右）
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●
●
●
●
●
さ
ん
（
●
●
・
二

十
五
歳
）
が
、
十
二
月
五
日
、
青

年
海
外
協
力
隊
に
参
加
し
、
ア
フ

リ
カ
の
エ
チ
オ
ピ
ア
で
三
年
間
測

量
技
術
を
指
導
す
る
た
め
に
、
日

本
を
旅
立
ち
ま
し
た
。

●
●
●
さ
ん
は
、
高
校
の
先
輩

で
あ
る
●
●
●
さ
ん
（
元
国
連
事

務
次
長
）
の
よ
う
に
海
外
で
活
躍

で
き
る
人
に
な
り
た
い
と
協
力
隊

に
参
加
。
大
学
で
学
び
、
仕
事
で

身
に
つ
け
た
最
新
機
材
を
利
用
し

た
測
量
技
術
を
、
エ
チ
オ
ピ
ア
の

職
業
技
術
学
校
で
指
導
し
ま
す
。

出
発
を
前
に
、
協
力
隊
の
先
輩

で
あ
り
現
在
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
ジ
ャ
イ

カ
）
職
員
の
●
●
●
●
さ
ん
と
五

城
目
町
役
場
を
訪
れ
た
佐
々
木
さ

ん
は
、

「
ア
フ
リ
カ
大
陸
に
行
く
の
は

初
め
て
で
不
安
は
あ
り
ま
す
が
、

と
て
も
楽
し
み
で
す
。
エ
チ
オ
ピ

ア
の
人
た
ち
に
一
つ
で
も
多
く
の

こ
と
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
が
ん
ば

り
た
い
。
そ
し
て
、
支
え
て
い
た

だ
い
て
い
る
日
本
の
方
々
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
積
極
的

な
活
動
を
し
て
き
た
い
で
す
」
と

抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

広
報
ご
じ
ょ
う
め
で
は
、
二
月

号
か
ら
●
●
●
さ
ん
の
エ
チ
オ
ピ

ア
で
の
活
躍
を
ご
紹
介
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

エ
チ
オ
ピ
ア
で
測
量
技
術
を
伝
え
た
い

●
●
●
●
●
さ
ん（
●
●
）が

ア
フ
リ
カ
大
陸
へ
旅
立
ち
ま
し
た

●
●
●
●
さ
ん
（
下
高
崎
）
が

道
場
主
を
務
め
る
青
少
年
相
撲
錬

成
道
場
の
相
撲
大
会
が
、
十
二
月

十
二
日
、
同
道
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
道
場
は
、
子
ど
も
た
ち
が

冬
場
で
も
元
気
に
相
撲
が
で
き
る

よ
う
、
●
●
さ
ん
が
自
宅
の
資
材

置
き
場
を
改
造
し
て
六
年
前
に
作

り
上
げ
た
も
の
で
す
。

大
会
に
は
道
場
に
通
う
小
学
生

十
二
人
が
参
加
し
、
道
場
の
子
ど

も
横
綱
を
め
ざ
し
て
総
当
た
り
戦

を
行
い
ま
し
た
。

勝
負
が
始
ま
る
と
、
子
ど
も
た

ち
は
思
い
切
り
の
良
い
立
ち
合
い

を
見
せ
、
相
手
に
土
を
付
け
よ
う

と
力
一
杯
の
取
り
組
み
を
行
い
ま

し
た
。
中
に
は
自
分
の
相
撲
が
取

れ
ず
悔
し
涙
を
見
せ
る
子
も
い
ま

し
た
が
、
自
然
に
仲
間
同
士
で
言

葉
を
掛
け
合
う
な
ど
、
強
さ
と
優

し
さ
を
兼
ね
備
え
た
子
ど
も
た
ち

の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
、
●
●
●
小
五
年

生
の
●
●
●
さ
ん
が
優
勝
を
果
た

し
、
参
加
者
全
員
に
ト
ロ
フ
ィ
ー

や
楯
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

道
場
主
の
●
●
さ
ん
は
子
ど
も

た
ち
に
、「
練
習
で
は
泣
い
て
も
良

い
か
ら
、
試
合
で
勝
つ
喜
び
を
感

じ
て
欲
し
い
。
勝
っ
て
も
お
ご
ら

ず
、
自
分
に
厳
し
く
し
て
、
来
年

も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
て
平
成
十
六
年
の
子
ど
も

相
撲
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

小
学
生
が
相
撲
で
平
成
16
年
を
締
め
く
く
る

第
８
回
青
少
年
相
撲
錬
成
道
場

小
玉
道
場
杯
相
撲
大
会

エチオピアは
どこにあるかな？
　エチオピアは、アフリカ大
陸の北東部の国。
面積／ 112万7,127平方キ

ロメ̶トルで海岸線
は内陸国のため無し

人口／ 7,070万人（2003
年、国連）、アフリカで
第３位

首都／ アディスアベバ
　　　（人口：約300万人）

五城目町役場に届いた
●●●さんからの
電子メール（一部抜粋）
協力隊でエチオピアにいます●●●
●●です。

エチオピアに着いてから２週間過ぎ
ましたが、語学を中心に訓練をして
います。現在は首都アディスアベバ
で生活しています。元気にやってま

す。今後は生活の様子をもっと詳し
くお伝えしていきたいと思います。

エチオピアは通信事情が悪いため写
真を送ったりするのも難しいかもし
れません。初めは文章だけというこ
とが多いとは思いますが、ご了承く
ださい。

まだまだ始まったばかりですが、充
実した活動ができるようにがんばっ
ていきたいと思います。

大　会　結　果
優　勝　●●　　●（５年）
準優勝　●●　●●（６年）
第３位　●●　●●（４年）
　　　　●●　●●（４年）

３年生以下の部
優　勝　●●　●●（１年）
準優勝　●●　●●（２年）
第３位　●●　●●（３年）

技能賞　●●●●●（４年）
　　　　●●　　●（４年）
殊勲賞　●●　●●（４年）
敢闘賞　●●　●●（４年）
　　　　●●　●●（４年）

（敬称略）

エチオピア

アフリカ大陸

写真左が●●●さん。
先輩と共に役場を訪れました。
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ご
家
族
共
々
お
健
や
か
に
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
に
賜
り
ま
し
た
暖
か
い
ご
支
援
ご

指
導
に
対
し
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健

康
で
幸
多
き
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
ふ
る
さ
と
五
城
目
会
は
昨
年
の

十
一
月
十
七
日
で
発
足
十
五
周
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
ふ

る
さ
と
五
城
目
町
の
皆
様
を
は
じ
め
多
く

の
関
係
者
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
指
導
の
賜

と
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で

す
。
ま
た
、
昨
年
の
十
一
月
二
十
三
日
に

は
九
段
会
館
に
お
い
て
、
ふ
る
さ
と
五
城

目
会
発
足
十
五
周
年
記
念
第
十
六
回
総
会

を
開
催
致
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
行
わ
れ

た
懇
親
会
に
は
、
来
賓
と
し
て
、
佐
藤
町

長
・
千
田
議
長
・
小
玉
野
球
協
会
会
長
・

石
川
商
工
観
光
課
長
。
千
代
田
区
か
ら
は

区
長
代
理
の
加
納
区
民
生
活
部
長
・
平
井

区
民
生
活
部
係
長
・
川
崎
千
代
田
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
公
社
理
事
長
・
内
山
千

代
田
区
商
店
街
連
合
会
会
長
・
千
代
田
区

文
化
協
会
・
千
代
田
区
学
習
グ
ル
ー
プ
連

絡
会
・
麹
町
野
球
会
を
は
じ
め
石
井
秋
田

県
東
京
事
務
所
総
務
課
長
・
煙
山
秋
田
県

人
会
連
合
会
会
長
・
近
畿
五
城
目
会
・
首

都
圏
ふ
る
さ
と
井
川
会
・
関
東
地
区
八
郎

潟
町
ふ
る
さ
と
会
等
か
ら
二
十
八
名
の
ご

臨
席
を
仰
ぎ
、
出
席
会
員
百
九
名
と
共
に

発
足
十
五
周
年
を
祝
い
一
層
の
親
睦
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

振
り
返
り
ま
す
と
昨
年
は
、
台
風
や
大

雨
・
地
震
等
の
自
然
災
害
が
多
発
し
た
一

年
で
し
た
。
ふ
る
さ
と
五
城
目
町
も
稲
作

を
中
心
に
多
大
な
被
害
を
被
っ
た
と
お
聞

き
し
胸
が
痛
む
思
い
で
す
。
被
災
者
の
皆

様
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。

ふ
る
さ
と
五
城
目
会
の
昨
年
は
三
月
千

代
田
区
桜
祭
り
・
十
一
月
の
千
代
田
区
江

戸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、
ダ
マ
コ
や
物

産
の
販
売
、
八
月
の
麹
町
納
涼
子
供
会
に

は
、
め
ん
こ
い
な
ラ
ー
メ
ン
を
販
売
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し
大
い
に
五

城
目
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
五
月
に
は
会
員
親
睦
一
泊
旅

行
で
群
馬
県
嬬
恋
村
に
あ
る
千
代
田
区
立

嬬
恋
自
然
休
養
村
に
宿
泊
し
、
九
月
に
は

会
員
一
日
レ
ク
と
し
て
お
台
場
の
潮
風
公

園
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
を
実
施
し
大
い

に
会
員
の
親
睦
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
更

に
、
八
月
の
き
ゃ
ど
っ
こ
ま
つ
り
帰
省
バ

ス
ツ
ア
ー
に
は
千
代
田
区
文
化
協
会
の
皆

さ
ん
に
も
ご
参
加
を
頂
き
、
楽
し
い
バ
ス

ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
他
、
千
代
田
区
駅
伝
大
会
や
区

民
体
育
大
会
等
の
応
援
、
そ
し
て
、
十
一

月
に
は
東
京
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
た
千
代
田

区
五
城
目
町
交
流
五
百
歳
野
球
大
会
で
、

ふ
る
さ
と
五
城
目
会
の
野
球
ク
ラ
ブ

「
ゴ
ー
ル
デ
ン
リ
リ
ー
ズ
」
も
参
加
さ
せ

て
頂
き
素
晴
ら
し
い
思
い
出
を
作
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

千
代
田
区
と
五
城
目
町
が
姉
妹
都
市
の

提
携
を
結
ん
だ
の
も
発
足
と
同
じ
年
で
し

た
。
千
代
田
区
と
の
交
流
も
既
に
十
五
年

が
過
ぎ
て
い
る
訳
で
、
五
城
目
町
を
知
ら

な
い
千
代
田
区
民
も
い
な
い
と
思
い
ま
す

し
、
今
日
で
は
区
民
の
よ
う
に
声
を
掛
け

て
下
さ
り
、
ま
た
、
交
流
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
身
に
染
み
て
感
じ
た
一
年
で
し

た
。
誠
に
有
り
難
い
こ
と
と
感
謝
の
念
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

ふ
る
さ
と
五
城
目
会
は
本
年
も
会
員
相

互
の
親
睦
行
事
を
第
一
に
、
各
種
活
動
を

積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
と
共
に
、
こ
れ

ま
で
築
か
れ
た
千
代
田
区
と
の
交
流
の
絆

を
大
切
に
、
ふ
る
さ
と
五
城
目
会
の
Ｐ
Ｒ

や
民
間
交
流
を
活
発
に
実
施
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
姉
妹
都
市
交
流

で
上
京
す
る
五
城
目
町
の
皆
様
に
は
出
来

る
限
り
の
応
援
を
し
て
参
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
是
非
ご
連
絡
の
程
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
、
平
素
の
ご
協
力
に
対
し
重

ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
何
卒
、

今
ま
で
以
上

の
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
程
を

お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て

新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

140

　
【　

短 　

歌　

】

幸
あ
れ
と
祈
る
拍
手
宮
樹
々
に

響
き
わ
た
り
ぬ
元
日
の
朝

松
橋
正
之
助

新
婚
に
旅
せ
し
宿
の
岩
風
呂
は

変
ら
ず
喜
寿
の
吾
を
迎
え
り

伊
藤　

義
成

日
本
海
に
沈
む
夕
日
を
眺
め
い
る

三
人
の
娘
逆
光
の
中

渡
辺　

悦
也

　
【　

俳 　

句　

】

あ
ら
た
ま
の
年
の
光
り
は
天
と
地
に伊

藤　

豊
子

ゆ
っ
た
り
と
風
車
回
り
し
初
御
空

舘
岡　

克
巳

青
空
に
大
根
の
れ
ん
眩
し
け
り

高
橋　

房
子

秋
日
和
白
い
う
な
じ
の
ほ
つ
れ
髪

畑
澤
ト
ミ
子

大
根
煮
粗あ

ら

柔
ら
か
く
恙
が
な
し

大
島
つ
む
ぎ

　
【　

川　

 

柳　

】

そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
が
あ
っ
て
国
訛
り八

木
下
み
き
ゑ

色
あ
せ
た
花
に
も
凛
と
あ
る
背
筋

斉
藤　

一
輪

約
束
を
し
て
か
ら
迷
い
出
す
小
指

鈴
木
さ
く
ら

欲
捨
て
た
後
の
言
葉
が
や
わ
ら
か
い栁

原　
　

紅

ご
じ
ょ
う
め
の

　

文　

芸

　
　
　

新　

年　

の　

ご　

挨　

拶
ふ
る
さ
と
五
城
目
会　

会
長　
　
　
　
　
　
　

●　

●　

●　

●　
　
　
　

（
五
中
十
八
期
卒
・
●
●
●
●
●
●
●
出
身
）
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十
二
月
十
四
日
、
五
城
目
町
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
み
な
さ
ん
が

ア
ル
ミ
缶
回
収
の
収
益
金
十
万
円

を
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
し

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
内
各
地
区
の
老
人

ク
ラ
ブ
が
ア
ル
ミ
缶
を
回
収
し
、

回
収
業
者
に
販
売
し
た
売
上
金
の

一
部
を
寄
付
し
た
も
の
で
、
同
連

合
会
で
は
平
成
十
二
年
か
ら
ア
ル

ミ
缶
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
同
連
合
会
で
は
、
町

へ
の
寄
付
の
ほ
か
、
台
風
で
大
き

な
被
害
を
受
け
た
福
井
県
、
地
震

で
被
害
を
受
け
た
新
潟
県
に
も
義

援
金
を
贈
り
ま
し
た
。

五
城
目
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

ア
ル
ミ
缶
回
収
の

収
益
金
を
寄
付

広
報
ご
じ
ょ
う
め
十
二
月
号
に

掲
載
し
ま
し
た
「
大
石
サ
ン
タ
さ

ん
プ
レ
ゼ
ン
ト
ク
イ
ズ
」
に
二
十

三
通
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

□
問　

題　

「 

か
ん
が
え
だ
て
さ　

え
ぎ
か

げ
か
げ
こ
し
ゃ
る　

ゆ
ぎ
だ

る
ま
」

□
答　

え

「 

か
じ
か
ん
だ
手
に　

息
を
か

け
か
け
作
る　

雪
だ
る
ま
」

応
募
の
う
ち
正
解
は
二
十
一

通
。
十
二
月
二
十
日
、
Ｆ
Ｍ
椿
台

の
「
ば
ん
げ
だ
い
椿
台
」
放
送
中

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
抽
選
を
行
っ
た

結
果
、
次
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

□
秋
田
弁
か
る
た

　

●
●
●
●
さ
ん（
●
●
）

□
カ
レ
ン
ダ
ー

　

●
●
●
●
さ
ん（
●
●
●
●
●
）

　

●
●
●
●
●
さ
ん（
●
●
●
●
）

大
石
サ
ン
タ
さ
ん
プ
レ
ゼ
ン
ト
ク
イ
ズ

秋
田
弁
か
る
た
と
カ
レ
ン
ダ
ー
の
当
選
者
発
表

 ●●●●さん（●●●●●）  ●●●●●さん（●●●●）

社
会
福
祉
法
人
五
城
目
や
ま
ゆ

り
会
が
運
営
す
る
「
広
青
苑
・
い

こ
い
の
里
」
が
今
年
で
開
設
十
年

を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
十
一
月
二

十
六
日
、
開
設
記
念
式
典
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
五
城
館
に
は
関

係
者
約
百
人
が
集
ま
り
、
始
め
に

や
ま
ゆ
り
会
理
事
長
の
●
●
●
●

●
さ
ん
が
「
感
動
す
る
心
い
つ
ま

で
も
を
主
題
に
、
広
青
苑
と
い
こ

い
の
里
は
木
の
ぬ
く
も
り
と
毎
日

の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
て
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。
試

行
錯
誤
の
繰
り
返
し
で
あ
っ
た
が

本
日
を
迎
え
た
こ
と
は
、
た
く
さ

ん
の
皆
様
の
ご
指
導
ご
支
援
の
お

か
げ
で
す
。
感
謝
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
今
後
も
努
力
し
て
参
り
た

い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
続

い
て
施
設
運
営
に
貢
献
さ
れ
た
二

人
と
七
団
体
に
感
謝
状
が
贈
ら

れ
、
そ
の
後
、
来
賓
か
ら
祝
辞
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
中
通
総
合
病
院

の
福
田
光
之
副
院
長
を
招
き
記
念

講
演
会
が
開
か
れ
、福
田
氏
が「
老

後
を
楽
し
く
生
き
る
た
め
に
」
を

テ
ー
マ
に
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
話

し
ぶ
り
で
講
演
を
行
う
と
、
会
場

で
は
笑
顔
で
大
き
く
う
な
ず
く
姿

が
数
多
く
見
ら
れ
、
広
青
苑
・
い

こ
い
の
里
開
設
十
年
に
ふ
さ
わ
し

い
、
感
動
あ
ふ
れ
る
記
念
講
演
と

な
り
ま
し
た
。

「
感
動
す
る
心
い
つ
ま
で
も
」を
テ
ー
マ
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

広
青
苑
・
い
こ
い
の
里
開
設
10
年

記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

平
成
十
六
年
九
月
か
ら
電
源
立

地
地
域
対
策
交
付
金
事
業
と
し
て

建
設
を
進
め
て
い
た
町
村
集
会
所

が
、
十
一
月
十
九
日
、
完
成
し
ま

し
た
。

旧
町
村
会
館
は
、
昭
和
四
十
二

年
に
町
内
会
で
建
設
し
ま
し
た

が
、
こ
こ
数
年
老
き
ゅ
う
化
が
進

み
、
町
内
会
で
は
新
築
を
検
討
し

て
い
ま
し
た
。

十
二
月
十
七

日
に
は
集
会
所

完
成
祝
賀
会
が

開
催
さ
れ
、
町

村
町
内
会
の
皆

さ
ん
約
二
十
人

が
集
ま
り
完
成

を
喜
び
合
い
、
●
●
●
●
町
村
町

内
会
長
は
「
完
成
し
て
ほ
っ
と
し

ま
し
た
。
十
二
月
二
十
六
日
に
は

こ
こ
で
子
ど
も
た
ち
の
ク
リ
ス
マ

ス
会
を
開
く
予
定
で
す
。
今
後
は

地
域
の
人
々
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

交
流
で
き
る
よ
う
に
使
っ
て
い
き

た
い
で
す
」
と
笑
顔
い
っ
ぱ
い
に

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
新
た
に
建
設

町
村
集
会
所
が
完
成
し
ま
し
た

●
●
●
●
）

結
果
、
次
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し

秋
田
弁
か
る
た
と
カ
レ
ン
ダ
ー
の
当
選
者
発
表



十
二
月
十

日
、
町
防
犯
協

会
と
防
犯
指
導

隊
、
五
城
目
警

察
署
が
合
同
で

ロ
ッ
ク
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

ロ
ッ
ク
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
駐
車
場
に

止
ま
っ
て
い
る
車
に
カ
ギ
が
き
ち
ん
と

か
け
ら
れ
て
い
る
か
を
調
べ
、
カ
ギ
か

け
を
呼
び
か
け
る
も
の
で
、
毎
年
こ
の

時
期
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
防
犯
協
会
役
員
八
人
と
防
犯

指
導
隊
員
八
人
が
集
ま
り
、
郵
便
局
や

銀
行
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
十

か
所
の
駐
車
場
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
ま
し

た
。パ

ト
ロ
ー
ル
で
は
、
カ
ギ
の
か
か
っ

て
い
な
い
車
を
見
つ
け
る
と
、
隊
員
が

注
意
を
促
す
用
紙
を
ワ
イ
パ
ー
に
挟
め

て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
施
錠
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果
、
五
百
三
十
八

台
中
四
百
九
十
八
台
が
施
錠
さ
れ
て
お

り
、
防
犯
協
会
会
長
の
●
●
●
●
●
さ

ん
は
「
年
々
良
く
な
っ
て
は
い
る
が
、

ま
だ
意
識
の
低
い
人
も
い
る
よ
う
で

す
。
ち
ょ
っ
と
の
時
間
で
も
き
ち
ん
と

カ
ギ
を
か
け
て
欲
し
い
」
と
語
っ
て
い

ま
し
た
。
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馬場目・大川駐在所は五城目警察署に統合

　秋田県警察では、平成17年４月１日から警察
署、交番、駐在所の組織機構を再編・整備し、機
動力を駆使したパトロール活動を増強するなど警
察力を強化して地域住民の安全を守ります。

  ◆管轄区域を
　見直します
　天王町・昭和町・飯田
川町が合併し、潟上市が
設置されることから、潟
上市を五城目警察署が管
轄します。

 ◆駐在所を
　再編・整備します
　馬場目駐在所・大川駐
在所を五城目警察署に統
合します。

◆「警察官連絡所」を
　設置します
　五城目警察署に統合す
る馬場目駐在所・大川駐
在所は、当分の間「警察
官連絡所」として、パト
カーの立ち寄り、巡回連
絡、「地域安全ネットワー
ク」の活動拠点として利
用します。

《被害に遭わないために》
　はがき、メールなどによ
る身に覚えのない請求に
は、次のことを心掛けましょ
う。
● 利用した覚えがなければ
支払わない。もし、請求の
電話があっても、はっきり
断る。
●相手に連絡しない。

● 相手に自分の名前、住所
を教えない。
● 見覚えのないメールのア
ドレスには接続しない。
※ 念のため、請求の書類は
保管しておいてください。
● 不審に思ったら、すぐ五
城目警察署に相談してく
ださい。

「架空請求詐欺」にご注意ください

五城目警察署　☎８５２・４１００

警察の組織機構を再編・整備します

❖❖❖❖❖❖　五城目警察署の再編・整備　❖❖❖❖❖❖

消防出初式は
１月５日㈬
　消防団員や消防署員約200人が参加
する消防出初式が１月５日㈬に開催さ
れます。
　当日は、役場前で観閲式を行った後、
消防ラッパ隊を先頭に、消防団員や消防
署員が広域体育館まで行進を行います。
　私たちの生命と財産を災害から守る
消防団員や消防署員の勇姿をぜひご覧
ください。

消防出初式の日程
１月５日㈬▲

観　閲　式　9時～（役場前）▲

町内行進　9時10分～
　　　　　　（ 役場➡中央線➡下タ町➡

上町➡新町➡体育館）　▲

分　列　式　9時15分～（中央線）▲

式　　典　 10時～ （広域五城目体育館
第2体育室）

駐
車
す
る
時
は

必
ず
カ
ギ
を

か
け
ま
し
ょ
う

防犯協会と防犯指導隊が合同ロックパトロール

車にカギ、かけてますか？
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「
第
二
回
あ

き
た
ふ
る
さ
と

手
作
り
Ｃ
Ｍ
大

賞
」
に
五
城
目

町
が
出
品
し
た

Ｃ
Ｍ
が
、
県
内

十
三
市
町
村
参
加
の
中
、
見
事
優

秀
賞
（
秋
田
朝
日
放
送
賞
）
を
獲

得
し
ま
し
た
。

今
回
の
Ｃ
Ｍ
は
、
十
一
人
の
制

作
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
が

協
力
し
、お
い
し
い
ヒ
ー
ロ
ー「
だ

ま
こ
マ
ン
」
を
中
心
に
オ
リ
ジ
ナ

ル
ソ
ン
グ
で
五
城
目
名
物
だ
ま
こ

鍋
を
元
気
に
楽
し
く
Ｐ
Ｒ
す
る
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

こ
と
で
、
Ｃ
Ｍ
が
十
二
月
か
ら
一

年
間
、
秋
田
朝
日
放
送
で
百
回
、

無
料
で
放
送
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。（
正
規
Ｃ
Ｍ
料
金
で
約

一
、
八
六
〇
万
円
相
当
）

Ｃ
Ｍ
の
放
映
時
間
は
毎
月
広
報

ご
じ
ょ
う
め
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲

載
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

十
二
月
十
五
日
、
交
通
安
全
と

飲
酒
運
転
の
徹
底
追
放
を
呼
び
か

け
る
町
内
飲
食
店
巡
回
訪
問
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
忘
新
年
会
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
飲
酒
の
機
会
が
多
く
な
る

こ
の
時
期
、
飲
酒
徹
底
追
放
を
呼

び
か
け
よ
う
と
町
交
通
安
全
対
策

協
議
会
、
五
城
目
警
察
署
な
ど
十

五
人
が
合
同
で
行
っ
た
も
の
で
、

町
内
飲
食
店
三
十
五
軒
を
訪
問
し

ま
し
た
。

訪
問
先
で
は
「
飲
酒
運
転
を
し

な
い
よ
う
お
客
さ
ん
に
話
し
て
く

だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
る
と
、
店

主
か
ら
は「
ご
苦
労
様
で
す
。日
々

運
転
代
行
の
利
用
や
タ
ク
シ
ー
の

利
用
を
勧
め
て
い
ま
す
。
今
後
も

飲
酒
運
転
追
放
に
協
力
し
ま
す
」

と
の
言
葉
が
返
り
、
お
互
い
に
協

力
し
て
飲
酒
運
転
の
な
い
地
域
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
を
確
か
め
合

い
ま
し
た
。

第
２
回
あ
き
た
ふ
る
さ
と
手
作
り
Ｃ
Ｍ
大
賞

お
い
し
い
ヒ
ー
ロ
ー
だ
ま
こ
マ
ン
で
優
秀
賞
を
獲
得

だ
ま
こ
マ
ン
も
一
緒
に
巡
回

飲
酒
運
転
の

徹
底
追
放
を
呼
び
か
け

町
内
飲
食
店
を
訪
問

十
二
月
三
日
、
秋
田
市
の
平
安

閣
で
、
秋
田
森
山
会
受
賞
者
祝
賀

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

秋
田
森
山
会
は
五
城
目
町
出
身

者
の
会
で
、
こ
の
た
び
の
祝
賀
会

は
、
昭
和
六
十
三
年
か
ら
今
年
ま

で
、
国
・
県
か
ら
表
彰
さ
れ
た
同

会
会
員
を
祝
う
と
と
も
に
、
絆
を

深
め
よ
う
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
で
は
各
方
面
で
活
躍
す
る
会

員
十
四
人
が
紹
介
さ
れ
、
続
い
て

●
●
●
●
さ
ん
の
祝
吟
、
●
●
●

●
さ
ん
の
祝
歌
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
後
、
平
成
十
五
年
に
藍
綬

褒
章
、
県
文
化
功
労
者
章
を
受
章

さ
れ
た
●
●
●
●
さ
ん
が
、
喜
び

と
感
謝
の
気
持
ち
を
語
ら
れ
ま
し

た
。参

加
者
約
七
十
人
は
、
会
員
の

活
躍
を
祝
う
と
と
も
に
、
馬
場
目

川
慕
情
な
ど
ふ
る
さ
と
の
歌
を
合

唱
し
て
盛
り
上
が
り
、
互
い
に
親

睦
を
深
め
合
っ
て
い
ま
し
た
。

各
方
面
で
活
躍
す
る
五
城
目
町
出
身
者
を
祝
う

秋
田
森
山
会
受
賞
者
祝
賀
会

平
成
十
六
年
度
秋
田
県
民
芸
術

祭
「
あ
き
た
の
文
芸
」
に
お
い
て
、

五
城
目
の
文
芸
コ
ー
ナ
ー
で
も
活

躍
さ
れ
て
い
る
次
の
方
々
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

▼
短
歌
部
門

　

入　

選　

・
●
●　

●
●
さ
ん

　
　
　
　
　

・
●
●　

●
●
さ
ん

▼
川
柳
部
門

　

奨
励
賞　

・
●
●　

●
●
さ
ん

　

入　

選　

・
●
●　

●
●
さ
ん

　
　
　
　
　

・
●
●
●
●
●
さ
ん

今
年
は
５
人
が
受
賞

秋
田
県
民
芸
術
祭



・１月29日㈯　　９時30分～15時30分
※ 各コースとも定員は６人。町民セン
ター２階の「パソコン教室」で開催
します。１月６日㈭よりお申し込みを
受け付けます。

八郎潟町メビウスＯＢ会
美郷・若美町長を招き研修会を開催

　八郎潟町青年者異業種交流会メビウ
スＯＢ会では、美郷町長、若美町長を
招き「地域の将来を語る研修会」を開
催します。
　参加料は無料で、どなたでも参加で
きます。ぜひご来場ください。■

会　場　 八郎潟町ロマンの里
（八郎潟町役場向かい）▲

１月15日㈯　18時～20時

　講師・美郷町長▲

１月29日㈯　18時～20時
　講師・若美町長

屋内温水プールからのお知らせ

　１月４日㈫は都合により、午後５時で
閉館させていただきます。５日㈬より平
常通り開館しますので、どうぞご利用く
ださい。

社会福祉協議会へ寄せられた善意

▲

香典返しに代えて
・ 11月24日　３万円　●●●●さん
　●●●● （亡き父●●さん）
・11月25日　２万円　●●●●さん

　●●●　（亡き父●●●さん）
・11月30日　３万円　●●●●さん
　●●●　（亡き母●●さん）▲

ご寄付
・12月 ８日　5,442円　●●●さん

森山荘に寄せられた善意

・11月17日　 清掃奉仕、ふれあい交流
会　●●●高校

・11月18日　 民謡、歌謡曲
 つむぎひばりの会５人、
民謡・●●●●さん、　
尺八・●●●●●さん、
●●●●さん

・11月22日　理容奉仕
●●●●●さん（●●）
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問い合わせ先：メビウスＯＢ会
●●（☎875－2092）

問い合わせ先
養護老人ホーム（☎852－3263）

問い合わせ先
町社会福祉協議会（☎852－5192）

　

一
月
一
日
か
ら
、
次
の
地
域

で
公
共
下
水
道
の
供
用
を
開
始

し
ま
す
。

・ 

大
川
地
区
の
四
ツ
屋
、
家
ノ

前
、
沼
田
の
一
部

・ 

下
山
内
字
下
川
原
・
高
田
の

一
部

・ 

羽
黒
前
、
石
田
六
ケ
村
堰
添

の
一
部

　

公
共
下
水
道
は
汚
水
を
川
や

海
に
流
さ
ず
、
き
ち
ん
と
処
理

す
る
の
で
、
自
然
を
守
る
働
き

を
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
長

い
目
で
見
れ
ば
浄
化
槽
よ
り
も

維
持
管
理
費
が
お
得
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
、
公
共

下
水
道
に
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 
今
回
供
用
開
始
区
域
と
な
っ

た
方
は
、
二
月
か
ら
受
益
者

負
担
金
を
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
金
額
は

一
戸
当
た
り
十
七
万
円
で
、

年
四
回
の
五
年
払
い
と
な
り

ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※ 

下
水
道
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、
役
場
建
設
課
下
水

道
係
（
☎
８
５
２
・
５
２
６

３
）
ま
で

１
月
１
日
か
ら

公
共
下
水
道
の

供
用
を
開
始
し
ま
す

問い合わせ先
屋内温水プール（☎852－4411）

　

み
な
さ
ん
の
「
足
」
を
確
保

す
る
た
め
に
、
こ
の
冬
も
万
全

の
体
制
を
整
え
て
除
雪
作
業
を

行
い
ま
す
。

　

早
朝
か
ら
の
道
路
除
雪
を
速

や
か
に
進
め
る
た
め
に
は
、
み

な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が

必
要
で
す
。

◆
車
道
へ
雪
を
捨
て
な
い
で

・  

道
路
へ
雪
を
捨
て
る
と
交
通

事
故
や
渋
滞
の
原
因
に
な
り

ま
す
。
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。

◆
玄
関
の
除
雪
は
各
家
庭
で

・  

玄
関
先
や
車
庫
か
ら
道
路
へ

出
る
間
口
の
除
雪
は
、
各
家

庭
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・  

冬
囲
い
な
ど
で
避
難
路
が
閉

ざ
さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。

万
一
に
備
え
、
今
一
度
お
確

か
め
く
だ
さ
い
。

◆
路
上
駐
車
は
み
ん
な
の
迷
惑

・  

た
と
え
一
台
の
路
上
駐
車
で

も
大
き
な
障
害
に
な
り
ま

す
。
絶
対
に
や
め
て
く
だ
い
。

◆
第
一
・
第
三
日
曜
日
は

　

全
町
除
雪
デ
ー

・ 

町
内
会
で
、
除
雪
車
の
入
れ

な
い
道
路
な
ど
を
除
雪
し
て

く
だ
さ
い
。

※ 

除
雪
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
役
場
建
設
課
（
☎

８
５
２
・
５
２
５
２
）
へ
お

願
い
し
ま
す
。

●
各
地
区
の
除
雪

　

 

担
当
委
託
業
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

■五城目地区
　　役場建設課
　　畠山
■馬川地区
　　畠山
■馬場目地区
・帝釈寺～水沢
　　畠山
・恋地～杉沢
　　佐々木造林

■内川地区
・浅見内～湯ノ又
　　沢忠林業
・小倉地区
　　沢忠林業
■大川地区
・本村部
　　森山建設
・本村部以外
　　畠山

■森山地区
　　金野組
　　石次建築
■富津内地区
・下山内～御蔵下
　　沢忠林業
・脇乙～川堤
　　佐々木造林



（薬）

農作業用機械の軽油取引税が
免除されます

　農業経営者が農作業用の機械に軽油
を使用する為に購入するとき、県から
免税証を受けて販売店に提出すると、
軽油取引税（１㍑あたり32.1円）が免
除されます。▲

交付申請　 秋田地域振興局県税部で
随時受け付けています。
また、販売店でも申請を
受け付けています。▲

注　　意　 すでに購入した軽油の分
の免税証は交付できませ
んので、購入する前に申
請してください。

※ 軽油引取税は、道路整備の費用に充
てられるために設けられた目的税で
す。そのため、目的税の性格から、
一定の要件（道路の使用に直接関連
を有していないと認められることな
ど）に該当する場合は、軽油引取税
が免除されます。

確定申告記載指導説明会を
開催します

　秋田北税務署では、より多くの方に
申告書をご自分で記載いただけるよ
う、記載方法の説明会を開催します。
●年金収入のみの方▲
１月24日㈪　13時30分～

（セリオンイベントホール）▲

１月25日㈫　13時30分～
（男鹿市民文化会館）

●営業・農業・不動産所得のある方▲

１月28日㈮　14時～
（大潟村村民センター）▲

２月１日㈫　13時30分～

（セリオンポートシアター）
●住宅借入金控除を受けられる方▲

２月２日㈬　①10時～②14時～
（セリオンポートシアター）

秋田わか杉国体
1,000日前イベントを開催

　平成19年９月29日㈯から開催される
秋田わか杉国体の本大会まで、あと
1,000日余りとなりました。
　県国体・障害者スポーツ大会局で
は、国体開催を盛り上げようと「国体
1,000日前イベント」を開催します。▲

日　時　1月3日㈪　13時～14時30分▲

会　場　アトリオン地下１階▲

内　容　 カウントダウンボード点灯
式、電子ピアノ演奏、合
唱、バトントワリング、武
術太極拳の演武

※ 五城目町は成年男子レスリング競技
大会の開催会場です。
　（平成19年10月５日～８日）

牛肉に表示された番号から
生産履歴がわかります

　「牛の個体識別のための情報の管理
及び伝達に関する特別措置法」が施行
されました。
　これにより、国内で飼養され、平成
16年12月1日以降に食肉処理された牛
の精肉などには、牛の個体識別番号が
表示されます。
　販売業者が表示した番号を、家畜改
良センターのホームページに接続して
入力すると、牛の情報が確認できます
のでご利用ください。
●パソコンからは

　http://www.nlbc.go.jp/
●携帯電話からは
　http://www.id.nlbc.go.jp/mobile/

自宅がキャンパス「放送大学」
４月入学の学生を募集

　放送大学はテレビ・ラジオ（スカイ
パーフェクＴＶ！）で授業を行う、正
規の大学です。
　学部では人文・社会・自然・産業等
幅広い分野の約300科目から学べます。
また、大学院では67科目から好きな科
目を選択し、高度で専門的知識・技術
を習得できます。
●募集期間　 2月28日㈪まで

秋田県の最低賃金は
時間額606円です

　平成16年９月30日から、秋田県の最
低賃金は、時間額606円となっています。
　使用者は、労働者に対してこの最低
賃金額以上の賃金を支払うことが義務
づけられていますので、ご注意ください。

受講生を募集

「パソコン住宅設計教室」を開催

　無料ソフト「せっけい倶楽部」を使用し
てパソコン住宅設計教室を開催します。
　新築、リフォームなどを予定されてい
る方はもちろんのこと、興味のある方は
ぜひ参加してください。
　平日夜間コース（２日間）
・１月18日㈫・19日㈬

18時10分～20時40分
　土曜日中コース
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問い合わせ先
秋田北税務署（☎845－1753）

問い合わせ先
秋田地域振興局県税部（☎860－3341）

問い合わせ先：県国体・障害者
スポーツ大会局（☎860－5208）

問い合わせ先：放送大学
秋田学習センター（☎831－1997）

問い合わせ先
秋田農政事務所（☎0185－58－2311）

問い合わせ先
中央公民館（☎852－4411）

問い合わせ先
秋田労働基準監督署（☎865－3671）



燃　
え　
る　
ゴ　
ミ

収　　集　　町　　内

新里町・広ヶ野・希望ヶ丘・田町・上田町・今町
御蔵町・小池町・川原町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・仲町・長町・築地町・畑町・新畑町・米沢町

雀館・昭辰町・館町・中川原・岩城町・樋口 
矢場崎・西磯ノ目・東磯ノ目・森山地区 
馬川地区・ななくら（仮称）

富津内地区・馬場目地区・大川地区全域・内川地区

収　集　日 曜日

13日・17日・10日
14日・17日・21日
24日・28日

月
・
木

11日・14日・18日
15日・18日・22日
25日

12日・15日・19日
12日・16日・19日
23日・26日

火
・
金

水
・
土

2005年 ２月ゴミ日程表

平成16年度環境標語コンクール最優秀受賞作品（●●●小　●●●●さん）

守ろうよ　未来に残す　山と川

収　　集　　町　　内

馬場目地区・富津内地区・内川地区

新里町・広ヶ野・希望ヶ丘・森山地区 
大川（１区～４区以外の地区）・馬川地区

今町・御蔵町・小池町・川原町・仲町・長町 
米沢町・雀館・昭辰町・大川（１区～４区）

築地町・畑町・新畑町・東磯ノ目 
西磯ノ目・矢場崎・ななくら（仮称）

田町・上田町・新町・一番町・古川町 
紀久栄町・館町・中川原・樋口・岩城町

空きビン類

ガラス類他

空きカン類

金属類他

燃　
え　
な　
い　
ゴ　
ミ

五城目地区･馬川地区

2日・16日（水）（全町）

馬場目地区･内川地区･富津内地区･大川地区･森山地区

12日（土）

26日（土）

資　

源　

ゴ　

ミ

古紙類 新聞･雑誌類
･段ボール･紙パック

ペ ッ ト ボ ト ル資
源
ゴ
ミ

14日（月）

8日（火）

9日（水）

10日（木）

11日（金）

28日（月）

22日（火）

23日（水）

24日（木）

25日（金）

五城松男

五城梅子

◆ 

収
集
日
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

●  

２
月
11
日
㈮
の
建
国
記
念
日
は
、
燃
え
る
ゴ
ミ

の
収
集
を
休
み
ま
す
。

◆ 

次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い

● 

ゴ
ミ
袋
に
は
必
ず
名
前
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

● 

生
ゴ
ミ
の
水
切
り
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

水
切
り
し
た
生
ゴ
ミ
は
、
ほ
か
の
燃
え
る
ゴ
ミ

と
一
緒
に
出
し
て
も
結
構
で
す
。

※ 

収
集
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
民
生
活

課
（
☎
８
５
２
・
５
１
１
２
）
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。
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ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
毎
月
第

１
第
３
水
曜
日
に
収
集
し
て

い
ま
す
。

　

最
近
ほ
と
ん
ど
の
方
が
し
っ
か
り
分
別
し

て
く
だ
さ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
中
に
は
ま

だ
、
分
別
方
法
を
理
解
さ
れ
て
い
な
い
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
よ
う
で
す
。
覚
え
れ
ば
簡
単
な
作
業
で
す

の
で
き
ち
ん
と
分
別
方
法
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。

1
　
キ
ャ
ッ
プ
を
は
ず
す

　

 

は
ず
し
た
キ
ャ
ッ
プ
は
「
燃
え
る
ゴ
ミ
」

と
し
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

2　
ラ
ベ
ル
を
は
が
す

　

 

ラ
ベ
ル
が
付
い
て
い
る
と
中
を
水
洗
い
し

て
い
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

3　
軽
く
中
を
水
洗
い
す
る

　

 

水
で
軽
く
す
す
い
で
、
水
切
り
を
し
て
く

だ
さ
い
。
中
に
は
異
物
を
入
れ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

※ 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
は
左
の
写
真
の
よ
う
に
リ
サ

イ
ク
ル
マ
ー
ク
が
つ
い
て
ま
す
。

※ 

下
の
２
つ
は
、
残
念
な
が
ら
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で

は
な
い
の
で
「
燃
え
る
ゴ
ミ
」
と
し
て
処
理
し

て
く
だ
さ
い
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
分
別

３
つ
の
お
願
い



K40→K0
影：2pt

移動：.25/-.25

日 月 火 水 木 金 土

オートエアコン
パワーステアリング
パワーウインドー
デアイサー

標準装備

183 SUZUKI
車両本体価格

2.0・5ドア
4ＷＤ・5
４ＡＴは1,961,400円（消費税込み）

.150

XG
車両本体
価　　格
（消費税込み）

660
4ＷＤ・5ＭT

あなたの場所へ。

道の先には、なにがある
のだろう。あなたの場所へ。

道の先には、なにがある
のだろう。 自己主張する、印象的な存在感。自己主張する、印象的な存在感。

誕生

SUZUKISUZUKISUZUKISUZUKISUZUKISUZUKI

（消費税込み）

126万円
４ＡＴは1,368,150円

（消費税込み）

※ このページに載せる楽しい写真を
お待ちしています。「広報ごじょ
うめ」担当まで

１２３４５６７８９
１０１１１２
７月町民カレンダー

123456789101112
コピー1/-1　効果/スタイライス/ぼかし/1mm

23
30

19 KOHO GOJOME NO.846 2005.1.1

○成人の日

24
31

７

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

25

12月26日 27

４ ５ ６

28 29

８

９ 10

２ ３

1月１日3028 29 31
○ 元日
○ 消防年始特別警
戒（３日まで）

26 27

○ 消防出初式

●だ CM16：00
（秋田朝日放送）

●だ CM16：00
（秋田朝日放送） ●だ C M 6：0 0

（秋田朝日放送）

○ 町内小学校、幼
稚園始業式

●だ CM13：20
（秋田朝日放送）

●だ CM17：00
（秋田朝日放送） ●だ C M 6：0 0

（秋田朝日放送）

○ 高齢者体力づく
り教室（広域五
城目体育館・
9：30～11：15）

●だ CM10：00
（秋田朝日放送）●だ CM17：00

（秋田朝日放送）●だ CM19：00
（秋田朝日放送）

○ 高齢者体力づく
り教室（広域五
城目体育館・
9：30～11：15）

○ 女性議会（町議
会議場・10：00
　～17：00）

○ 官公庁仕事始め
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おたんじょうおめでとうございます

この広報紙は古紙配合率100％
再生紙を使用しています。

印刷には環境にやさしい大豆油型インキ
を使用しています。

※ 「おくやみ・おたんじょうびコーナー」への掲載を希望
しない方は、届け出の際にお知らせください。

町の人口と世帯（平成16年11月末現在）

『わらしだ』とは五城目弁で、『子どもたち』の意味です

●　●　●　●ちゃん 11月 7日 ● ・ ● ● ●●●●
●　●　●　●ちゃん 11月 8日 ●●・●● ● ● ●
●　●　　　●ちゃん 11月11日 ●●・●● ●●●●●
●　●　●　●ちゃん 11月11日 ●●・●●● ●●●●●
●　●　●　●ちゃん 11月24日 ● ● ・ ● ●　　●
●●●　●　●ちゃん 11月27日 ● ・ ● ● ●　　●

 前月比 昨年比

人　口 　12,269（－02）（－137）
（男）　  5,793（－04）（－084）
（女）　  6,476（＋02）（－053）
世　帯　 4,126（＋02）（＋016）

▼
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。今
年
も
広
報
ご
じ
ょ

う
め
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
▼
「
ふ
る
さ
と
手
作

り
Ｃ
Ｍ
大
賞
」
か
ら
誕
生
し
た

五
城
目
町
の
ニ
ュ
ー
ヒ
ー
ロ
ー

「
だ
ま
こ
マ
ン
」。
み
ん
さ
ん
も

う
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か
？

▼
こ
の
た
び
飲
酒
運
転
の
徹
底

追
放
運
動
に
も
参
加
し
た
だ
ま

こ
マ
ン
は
、
２
月
開
催
の
「
冬

の
朝
市
ま
つ
り
」
に
も
登
場
す

る
予
定
と
、
彼
か
ら
直
接
聞
い

て
い
ま
す
。（
笑
）
ま
だ
じ
か
に

ご
覧
い
た
だ
い
て
い
な
い
方
は
、

良
い
チ
ャ
ン
ス
で
す
の
で
ぜ
ひ

朝
市
ま
つ
り
に
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
ネ
！
▼
そ
れ
か
ら
コ
ン

テ
ス
ト
の
模
様
は
１
月
３
日
午

前
８
時
か
ら
再
放
送
さ
れ
る
そ

う
で
す
。
ち
ょ
っ
と
早
い
時
間

で
す
が
、
12
月
に
見
逃
し
た
方

は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

No.106

●●●　●　● さん 77歳 11月 6日 ● ● ●

●●●　●●● さん 77歳 11月10日 ●●●●●

●　●　●　●さん 83歳 11月15日 ●●●●

●　●　●　● さん 79歳 11月24日 ● 　 ●

●　●　●　● さん 97歳 11月28日 ●●●●

●　●　●●● さん 78歳 11月29日 ● ● ●
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　　「お兄ちゃんと仲良くね♥」
お母さんより　

はじめまして

畑澤　凜
りん

　　です
よろしくネ！

●


